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1 VarACの背後にある合理性

1.1 VarAC とは何ですか?

• VarAC は、アマチュア無線家にポイント対ポイント
の最新のデジタルチャットを経験するアプリケーショ
ンを提供します。

• VarAC は VARAプロトコルを使用します。無損失
ARQモード

• 試行的な SNRレベルの下で素晴らしいスピード

• QRP、ポータブルオペレーション、EmComに最適

• VarAC は HF、VHF/UHF(FM) および衛星 (QQ-

100 )で使用することができます。

• 現在までに 6,000人以上の登録ユーザー

　移動VarAC 運用をしているDemetre M0SUV/P

ダウンロード リンク: https://www.varac-hamradio.com/download
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1.2 VARAとは何ですか?

• Jose Alberto Nieto Ros, EA5HVKによって作成され
ました。

• エラーのないプロトコルARQ

• 利用可能なモデム:

– VARA HF : BW=500Hz で最大 1,543bps /

BW=2300Hzで最大 7,050bps

– VARA SAT : VARA HF に似ていますが、追加
の遅延処理が付いています。

– VARA FM : ナローで最大 12,750bps / ワイドで
25,210bps

• 170bpsの制限速度で利用可能な無料ライセンス版

ダウンロードリンク: https://rosmodem.wordpress.com/
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1.3 VarAC 基本アーキテクチャ
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1.4 VarAC 基本設定
あなたが設定しなければならない
もの:

• VARAモデム接続

• PTT設定

サポートされている RIGコント
ロール:

• CAT:直接CAT または
OmniRig経由

• PTT: 直接CAT または
RTS/DTR

その他の重要な構成:

• 周波数制御

• VARAモニター

• ビーコン間隔

• QSOロガーの統合

• PSKReporter

CAT コマンドは、次の方法でカスタマイズできます。VarAC_cat_commands.ini

(訳注) VarAC_cat_commands.iniは次のURLからダウンロードできます。
https://www.varac-hamradio.com/forum/manuals/rig-control-most-updated-cat-command-file
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1.5 ビーコン

• あなたがOnlineであることを人々に知
らせる

• 伝播解析に最適 (SpotsもPSKReporter

にアップロード)

• 最小ビーコン間隔:15分

• ビーコンは、周波数が少なくとも 30秒
間クリアである場合にのみ発信します。
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1.6 ピン

• 局との接続を確認するために使用

• SNRを交換して、どのように聞いてい
るかを知ります。

• SNR交換後すぐに切断します。
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1.7 CQとSlotsシステム

単一の呼出周波数に付属する目盛りを提供

• バンドごとのメイン呼出周波数 (CF)

• その周りに下 5と上 5の 10スロット

• それぞれ 750Hzステップ

CQの流れ:

1. slotを選ぶ

2. 空き周波数であることを確認します (slot

snifferを使用)。

3. CFでCQを呼びます。

4. VarAC はスロットに自動QSYします。

5. CQをダブルクリックすると、自動的に
スロットにQSYし接続します。

6. 応答がないかを尋ね、リグは再びCFに
QSYします。
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1.8 呼出周波数 (CF)

• ドロップダウンを使用してCF間を移動
します。

• Slot slider/小さな矢印を使用して、そ
の周りを嗅ぎつけられます。

• V arAC frequencies.conf で独自の周
波数を追加

20m - 14.105 MHz (昼間の第一次)

40m - 7.105 MHz (夜間の第一次)

80m - 3.595 MHz

30m - 10.133 MHz

17m - 18.106 MHz

15m - 21.105 MHz

12m - 24.927 MHz

10m - 28.105 MHz

6m - 50.330 MHz
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1.9 QSOの開始

• IS TYPINGインジケータです!

• 完全に多言語サポート!(4バイト言語でも)

• 絵文字のサポート

• 着信メッセージは、受信されると展開さ
れます。

• メッセージキュー

• 設定した IDは、地域の規制に準拠するた
めに定期的に送信されます。

• ステータスバーには、メッセージの送受
信の進行状況が表示されます。

• シンボルを表示し、サウンドを再生する
タグとジェスチャー

• すべてのチャット履歴はログファイルに保
存され、callsign history画面で見られ
ます。

• 双方向 SNR交換

• 自動QSOロギング

• そして、さらに!
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1.10 コールサイン履歴

以下を含むステーションのすべての
アクティビティを集約します。

• ログに記録されたQSOの履歴

• 到達したビーコンとCQ

• 以前のチャット
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1.11 PSKReporter

• すべてのCQとビーコンは
PSKReporterに報告されます。

• 自己申告も可能です。

• 1日あたり～50,000スポット (現在まで)

• あなたがどのように聞かれているかを
見るための素晴らしいツール

• PSKReporterの優先ビューをカスタマ
イズできます。
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1.12 QSOロギング

• ADIF規格は、ダイナミックのサブモー
ドとしてVARAを含むようになりまし
た。

• LOTW は最近これも採用しました。

• VarAC はログを (TCP/UDPを使用し
て)次の宛先に送信できます:

– DX Keeper

– HRD log

– Log4OM

– N1MM

– N3FJP

– Swisslog

– UcxLog

• これらのロガーを使用すると、QRZ、
LOTW、EQSLなどへのアップロード
を自動化することができます。
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1.13 Vmailメールボックス

• VarAC は、内部メールボックスシステ
ムを持っています。

• AWAY ステーションを接続すると、
VMailから去るかを問われます。

• あなたは、仲介者を介して第三者にメッ
セージを中継することができます。

• 送信トレイにキューVMailに入れるこ
とができます。それらのVMailは接続
後に転送されます。
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1.14 QSYプロトコル

VarACは、ACTIVE LINKを維持している
間は、シームレスなQSYを提供します。

• QSO中にバンド間で QSYすることもで
きます。

• 主にCFでQSOを開始するとき、または
QRMの場合に使用されます。

• QSY招待を送信する前に、QSY sniffer

を使用してください

2種類のQSY:

• アップ/ダウン QSY – 750Hzを移動しま
す (右クリックしてスニッフィング)。

• フリーフォームQSY - あなたが望む任意
の周波数を選択してください。

QSY招待を送信すると、双方に彼らの承認を
求めるポップアップ メッセージを表示します。
双方のリグは、確認時に自動QSYします。
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1.15 VarAC TagとGestures

タグの種類:

• 双方のデータを埋め込む。

• データの要求

• トリガーイベント

タグは、定義済みメッセージ内で使う場
合に、自動化するのに使うことができま
す。

Gestures:

• 相手局でサウンドを再生します。

• 絵文字を送信します。

メインのVarAC タグ。詳細はVarAC インターフェイスにリストされ
ています。

タグ 操作
データタグの送信
＜NAME＞ あなたの名前を送る
＜QTH＞ QTH を送信する
＜ LOC＞ 現在地を送信する
＜RIG＞ RIG情報を送信する
データタグの要求
＜ LHR＞ 最後に聞いた探索の要求-相手が最近このバンドで

スポットした局のリスト
＜ FSR＞ 周波数スケジューラ探索-相手が一日にわたって

常駐する場所を知る
＜QSYU＞ QSY UP 750Hzに相手を招待する
＜QSYD＞ QSY DOWN 750Hzに相手を招待する
＜QSF＞ xxxx 自由形式のQSOへの招待の例:

＜/QSYF＞ ＜QSF＞ 14105000＜/QSYF＞
＜VER＞ 相手のVarAC バージョン番号を尋ねる
＜ INFO＞ 相手の情報 (名前、QTH、LOCなど)を尋ねる
トリガー イベント
＜AWAY＞ 相手側で Send messageをトリガーする
＜ SND＞ 自動的に enterをクリックしてメッセージを

キューに入れる
＜DISC＞ メッセージ配信時に自動的に切断される

(通常は最終的なQSOメッセージで使用されます)
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1.16 ファイル転送

VarACはあらゆる種類のバイナリファ
イルの送信をサポートしています。

• 画像 (PNG/JPG/GIF)はチャッ
トストリームに表示されます。

• ファイルは送信される前に圧縮
されます。

• 受信ファイルのサイズを制限で
きます。
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2 ライブ デモ

2.1 VarAC QSOのモニター

VarAC はあらゆる種類のバイナリ
ファイルの送信をサポートしていま
す。

• 画像 (PNG/JPG/GIF)はチャ
ットストリームに表示されま
す。

• ファイルは送信される前に圧
縮されます。

• 受信ファイルのサイズを制限
できます。
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2.2 VarAC の動作コード

NG　呼出周波数 (CF)を妨害しないでください。必要以上に、また数分以上使い続けないでください。

OK　CFでQSOを開始しましたか? それは大丈夫ですが、できるだけ早くQSYします。QSY UP/Downボタン
またはフリーフォームQSYボタンがあり、目的のQSY周波数を選択できます。

NG　DXCC/グリッド ハンティングにPING機能を使用しないでください。これはCFを詰まらせるでしょう。
そしてその上、今後のバージョンはPINGS中の SNR交換を制限して、DXCCで役に立たないようにします。

OK　伝播をチェックするツールとしてのみPINGを使用します。

NG　CFまたは slotで 2300Hz BWを使用しないでください。

OK　CFおよび slotでは 500Hzのみを使用して、近くのVarAC QSOへのQRMを回避します。2300Hz はスロッ
ト外の周波数でのみ使用してください。

NG　空いているかをチェックせずにその周波数にQSYしないでください。

OK　VarAC はSniffersを提供します。QSYアップ/ダウンボタンを右クリックすると、一時的に宛先周波数 (PTT

をキーイングせずに)QSYがするので、QSYする前に聞くことができます。CQの呼び出しについても同じこと
が言え、CQ slot snifferをお使いください。

NG　VARA HF 経由で大きなファイルを送信しようとしないでください。リンクが遅い場合は、ファイル全部を送
信しないでください。終わりきらないでしょう。そしてCF上でファイルを送信しないでください。

OK　高速で最大 5-10k、低速で 1-2k以下を、常に非CF周波数でファイルを送信します。
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2.3 その他の便利な機能

• 周波数スケジューラ - 事前に定義された時間に基づく自動QSY

• クイックアクセスボタン付きの定型 (定義済み)メッセージ

• リスニングモード - PTTを無効にする

• ダークモードを含む外観のカスタマイズ (フォントサイズと色)

• ブロックリスト

• 着信ピンの禁止

• 自動Awayを設定する

• 距離と方向の表示
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2.4 コミュニティサポートとオンラインリソース

超アクティブなフェイスブック グループ
https://www.facebook.com/groups/varahf

• 現在までに 3.3kメンバー

• 毎月何百もの新しいディスカッション

VarACフォーラム:

https://www.varac-hamradio.com/forum

• 機能要求の送信

• ロードマップ

• バグ報告

• Pat ON2ADによる更新されたユーザーマ
ニュアル

• 最近のリグ制御ファイル
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https://www.varac-hamradio.com/halloffame
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